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女子学生の祖父母同居経験と生活意識について
Girl-Students' Experiences of Living with Their 
Grand-parents and Their Opinions about Life 
沢田祥子
Shoko Sawada 
I は じ め
日本の人口は老齢化しているが，一万では核家族化が進行しているので，家族員の構成
は両親と未婚の子女からなる二世代家族が多くなっている。 したがって，最近の若年層で
は， 祖父母と同居して成長したという経験者は減少して来ている。祖父母と孫の関係は，
情緒的には好ま しい面が多いと指適されている？従来祖父母同居と言えば，嫁と姑の関係
として様々の問題を生じて来たが，孫のパーソナ リティの形成に安定的な影響を与え， 祖
父母の老後の情緒生活にはよい刺激と満足を与えるというのである。 この点、について，具
体的な調査をし， 縮小化してい く今後の家族のより良い生活の仕方と家族関係のあり方を
考察する手がかれとしたいと考えた。本研究は女子学生を対象K，祖父母同居経験が，将
来の生活設計にどんな関連性があるかという面から調べたものである。
E 方
?
調査は質問紙法によ った。内容は対象者の概況， 祖父母の同居状況，結婚観，結婚後の
暮らし万，老後の暮らし万等36項目である。
調査時期は昭和49年6月，対象者は北海道女子短期大学生 208名である。
E 結果と考察
1. 対象者の概況
図 1K対象者の概況を示す。
年令ば18才から19才が67.8%,20才から21才が31.2%でその他は 1%である。
父の職業は給与所得者が54.2%で一番多いが，自営業も40.8%で，高い率を示している。
兄弟の数は 2人が40.9%, 3人が34.6%で， 2～3人が大半を旨めている。一人子は8.7
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ラらである。
出生の順位は長女が55.3%と多く， このうち一人子が8.7%である。末子は34.6%でその
他は10.1 9らである。
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2. 祖父母同居状況
表 1re.祖父母の同居状況を示した。現在も含め乙れまでに祖父と同居したことのある者
は87人，祖母と同居したことのある者は90人，どちらとも同居したことのない者は92人で
三者近似の数である。現在同居しているのは祖母の方が多い。
表 1 祖 父母同居 状況
N= 208 
同 居 状 況 祖父 と同居 祖母と 同居
同居した乙とがある 87人 41.8 % 90人 43.3 % 
10 年未満同居 47 22. 6 46 22. 1 
10 年 以上同 居 42 20. 2 47 22. 7 
現在同居している 37 17. 8 78 37. 5 
同 居 した乙と がない I 92人 37.5 % 
注 父方祖父母， 母方祖父母が重復しているので合計は 100%を越す。
図 2は同居経験の有無別に家の職業をあらわした図である。祖父母と同居している場合
は自営業カ＞52%前後で，給与所得者を上まわっているが，同居経験l.tしでは，逆K，給与
所得者の万が，自営業をはるかに上まわり，職業と同居の関係があら われている。
祖父同居経験あり
祖母同居経験あり
同居経験なし
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図2 祖父母同居経験と家の職業
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図3は同居経験有無別に家庭の雰囲気をあらわした図である。非常によいは祖父母同居
が34.5%で最も多く，次が祖母同居の28.99らであ るL同居経験なしは19.6%で，三者中最
低である。まあよい万だという者は同居経験なし65%，祖母同居53.4%，祖父同居50.69も
の順である。非常によいと，まあよい方という者を合わせると家庭の雰囲気はょいと見て
いる者が大半である。
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2. 2予話
図 4は現在同居している祖父母の概況を示した図である。祖父の年令は71才から75才が
35.2%で最 も多く，次カ＞76才から80才で27.0%，祖母は66才から70才が35.6%, 71才から
75才が27.69もで， 初老期，中老期が大半である。 職業は，祖父で給与所得者と自営業が若
干みられるが， 大半は無職である。祖母は自営業が数人いる他は無職である。祖父母専用
の部屋の有無については， 77.6%が有で住宅事情は良好と推察される。札幌市やその周辺
地区の調査でも， 老人の住宅事情は良い方だとされている？健康状態は祖父母とも心配な
しと非常に健康が多い。病気がち，床についているは，祖父より祖母の万がやや多くなっ
ている。
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頻＼注喧＼閲 30分以内 以2時間内 約半 日 約 1日 その他 計
週に 1度以上 15 4 1 20 
週 R 1度位 17 18 2 37 
3ヶ月R.1度位 5 8 6 1 20 
半年R.1度位 3 9 5 2 1 20 
1年R.1度位 1 4 12 5 5 27 
ほとんどな い 1 2 1 3 7 
計 42 45 26 8 10 131 
別居祖父母宅までの時間と交流頻度の関連表2
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表 2は別居している祖父母の家までの距離と交流頻度の関連を示したものである。距離
は日頃利用する交通手段によってかかる時間で表わした。祖父母の家カ＞30分以内にある場
合は週l乙一度かそれ以上会っている者が多く， 2時間以内で週に一度位， 約半日かかる場
1年に一度位に
なっている。距離が遠くなるに従って交流頻度は減少するという関係が認められる：）
それ以上の場合は，約半日，合は 3ヶ月に一度から 1年l乙一度位になり，
3. 祖父母の教え
以下祖父と同居経験のある者， 祖母と同居経験のある者， 祖父母とも同居経験のない者
の三者について比較する。
図 5は祖父母から教えられた事柄を示す。有意差検定の結果， 行儀や作法は祖母同居者
で 5%以下，家の行事や習慣は，祖父母同居者で 1%以下， 言葉使いは祖父母同居者で10
%以下でいずれも同居経験なしより大となった。特にないは 5%以下で同居経験なしが大
である。
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20 40 
阪物一：援
隊級協1山陽
路盤3 55.4必
協多多綴zofq
隊問ω際
協務物；m j 
隊綴閥
60 
4i.-3労
3 7.8 9百
4H言語
3 5.7必
36.4必
39.H掛
80 100務
題ヨ
露罰
園ヨ
騒ヨ
圏翌
二璽
－ 行儀や作法
仁ゴ 特日い
Eヨ家の行事や習慣－ 言葉づかい
密室密その他 亡コ無回答
沢田：女子学生の祖父母同居経験と生活意議について86 
同居年数が多いほど減少し同居年数との関係は，祖父の場合行儀や作法と特にないは，
祖母の場合は行儀や作法は年数が多いほど教えられており，家の行これに対し，ている。
言葉使いは祖父母いずれについても，幼児期より長く同居事や習慣は逆に減少している。
しなければ影響を受けないことが認められる。祖父母の教えは同居経験者に多く生ずるの
しかし同居経験なしのは当然であるが， i別居していても交流によって生ずるものである。
交流頻度1の少なさと，無回答も多いことは，者lζ特にないが過半数を旨めていることや，
同居経験者の中に も特にないというまTこ，心』情の結びつきの乏しさが原因と考えられる。
者が約40%もいるのは注目しなければならない。
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結婚意向，年令，意志決定，選抗手段，条件について図6K示した。
結婚の意向は，独身を通すが 1～39ものみで，結婚意向の強いことが分かる。
結婚したい年令は22～23才が最 も多く， 24～25才がそれに続いている。同居経験なしの
万が年の若い結婚を望んでいる割合が高い。相手の年令は 3～4才上が多くなっている。
同居経験なしの万が 1～ 2才と年令差の少ない相手を望む傾向が出ている。
結婚の意志決定は三者の差がほとんど認められない。親の意見を参考にして自分で決定
するが76%前後を旨め最も多い。
相手の選摂手段は三者と も恋愛感情を最も尊重している。見合い後交際してという者は
祖父同居が多く， 友人同僚などは同居経験のない者の万が多くなっている。
結婚相手の条件は，愛情，性格が多いが，同居経験者と経験なし聞にやや差が生じてい
る。愛情や性格は同居経験者が多く，健康，職業・収入は経験往しがやや上まわっている。
しかしこれら結婚観については， 三者lと有意の差はなく，結婚に対する女子学生の一般的
傾向がうかがわれる！）
5. 結矯後の暮らし方
結婚後親と同居する意志がどの位あるかについて，第 l希望と第 2希望の関連を調べた。
表 3は祖父母同居経験者88名のものである。最も多い答えは一生同居しない（ 第1希望 ）
一一親が不自由になったら同居する （第 2希望 ）で10名である。次は親が不自由になった
らその親と同居する一一初めから自分の親と同居するが6名，初めから夫の親と同居する
一一子が生まれたら夫の親と同居する，子が生まれたら夫の親と同居する一一初めから夫
の親と同居するがL、ずれも 5名である。第 1希望の計の順位は， 1位親が不自由になった
らその親と同居， 2位一生同居しない， 3位初めから夫の親と，あるいは自分の親と同屈
しでもよいとなっている。
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表 4は祖母同居経験 表3 結婚後の暮らし方（1) 祖父同居経験者 N=88
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第 1希望の計の順位は
1位親が不自由になっ
たらその親と同居， 2 
位一生同居しない， 3
位子が生まれたら自分
の親と同居するである。
表 3～ 5を比較する
と，初めから夫の親，
あるいは自分の親と同
居する とい う者は，祖
母同居経験者が多く，
次が祖父同居者で，同
居経験のない者は半数
以下に減っている。子
が生まれたら自分の親
と同居するや，親が不
自由になったらその親
と同居， どちら の親と
も同居しないは，同居
経験なしでやや多くな
っており，やむを得な
い事情があれば，同居
はしかたがなL、という
内面がうかがわれる。
無回答は同居経験なし
に多いが， ζれは関心
の低さを表わしている
と考えられる。
結婚後の暮 らし万を
更に同居年数により比
較 し図 7I乙示す。第 1
希望では，祖父母とも
同居年数10年以上の方
に， 親が不自由にな っ
たら同居すると， 一生
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表5 結婚後の暮らし方（3) 同居経験のない者 N=92
第~希1 望希望＼ 初の 初白親 子Tこ親 子生がま分た自ら親同と 親tなとの 一 同居 不め親 め分と がらと が親と 計カ〉と ま夫同 不由自三伝そ居同 し 〔%）夫ら 居同 か同 ならの居 れの居 れの居 生い 明
初の親めかと同ら夫居 2 3 2 7 (7 6) 
初のめ親かとら同自居分 1 1 1 2 4 9 (9. 8) 
子がら生夫まれ 15 た の 3 1 3 6 1 1 ( 16. 3) 親と同 居
子がらと生自周分まれ 5 た の 1 1 1 2 (5. 5) 親居
親にながっ不た自ら由そ 3 4 1 3 9 8 28 
の親と同居 (30.4) 
生 1 3 4 8 同居しない (8. 7) 
不 明 3 2 10 2 3 20 ( 21. 7) 
計 7 7 8 11 35 18 6 92 
（% ） (7. 6) (7. 6) (8. 7) (13.0) (38 0) (19. 6) (5.5) 
図7 結婚後の暮らし方 同居年数による比較
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同居しないは多く，初めから夫の親と同居するは少ない。第 2希望ではいずれの項目聞と
も第一希望より差は少なくなっている。
6. 老後の暮らし方
図 8は老後の暮らし方を，祖父母同居別，同居年数別に示した図である。
図8老後の 暮らし方
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差の大きいのは子の誰かと暮らすで， 祖父同居者と同居経験のない者の閣で5%，祖母
同居者と同居経験のない者の聞で 1%の有意差が認められる。 出来るだけ一人で頑張る，
病弱でも一人で頑張るは同居経験なしに多くいる。病弱になったら子の家族と暮 らすは，
祖父同居，祖母同居の順に多い。
また同居年数で比較すると， 老人ホームにはいるは，年数の長い方lζ多くなっている。
中でも祖父10年以上と10年未満では10%以下の有意差が認められる。祖父10年以上は， 子
の誰かと暮 らす， 病弱になったら子の家族と暮 らすは，他の三者よ りやや少ない。
次l乙老後の暮らし万
を前出の結婚後の暮ら
し方と関連させ表 6K. 
示す。親が不自由にな
ったらその親と同居
（結婚後 ）一一 一人で
生活できるうち一人で
頑張る（老後）が16名
で最も多い。最初から
夫の親と同居一一子の
誰かと暮 らす， 最初か
ら自分の親と一一一子の
誰かと暮らすも多く，
同居意思と老後の同居
意向が一致している。
乙れに対し同居しない
の場合は， 一人ででき
るうち一人で頑張るや，
三~
子の誰かと
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表6 老後の暮らし方と結婚後の暮らし方の関連
初夫と 初白親
子まがT河らこ親と内事
f親i／ι4ζの 一 居同め めと
不由自-0 親とかの同 か分間 し!,; I司 な
ら親居 らの居 れの居 そ居 生 い
9 8 2 3 5 1 
8 3 5 4 16 7 
3 7 2 
1 1 
1 2 1 3 5 
1 1 I 2 
18 17 9 8 32 18 
(16. 7) (15. 7) (8.3) (7.4) (29. 6) ( 16. 7) 
老人ホームにはいるが多くなり，家族依存度法減少している：）
7. 老人問題への関心
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図 9は，老人の孤独についての関心をまとめた図である。 国が対策をこうずるべきと，
家族が面倒を見るべきであるは，祖父母同居経験者の方がやや多い。同居年数で比較する
と，ホームヘルパー制度の充実を という者は，同居10年以上の者が多くなっている。全体
的に国が福祉対策をこ うずるべきよ りも， 家族が面倒を見るべきである と答えた者が上ま
わり，約半数も いるのは， 親と同居する意志のある者が多い結果ととも に注目すべき点で
ある。
W ま と め
① 自営業家庭の方がサラリーマン家庭よりも祖父母と同居している割合が高い。
② 祖父母同居経験者は，家庭の雰囲気与を好ましいと受けと っている者が多い。
① 別居の場合，距離と交流度合は非常に関連がある。 2時間以内で行ける距離では，
週に一度位は交流できるが，それ以上の遠距離では祖父母と孫の交流度合は減少する。
＠ 祖父母か ら教わることは， 行儀や作法・， 家の行事や習慣， 言葉づかいである。同居
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年数の長い程教わったと認めている割合が高し＇o 同居経験のない者は，教わった乙とが特
にないが過半数である。 しかし同居経験者でも特にないが409らもいることは，祖父母と孫
の交流の密度や，祖父母の役割，祖父母自身の人生観等が関係していると考えられる。
⑤ 結婚観については，祖父母同居経験の有無による影響よりも， むしろ結婚そのもの
lζ対する一般的若者像が出ている。
＠ 結婚後の暮ら し方は， 同居経験との関連性が認められ， 同居経験者の方が親との同
居意思は強くあらわれた。しかし三者と も親と同居したくないのが本音で，事情によって
は親と同居 しでもよいという気持の者が多数を旨めている。
⑦ 自分の老後の暮らし方と同居経験は多少関連性がみられる。子の家族と暮らすは祖
母同居経験者に多い。できるだけ一人で頑張るという者は同居経験のない者に多い。しか
し同居経験者については， 同居年数の長い者ほど老人ホームへはいる希望の者が多い。 乙
のことは， 家族に迷惑をかけたく ないとい う経験から生じた心理が出てい ると思われる。
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⑧老人問題は同居経験の有無にかかわりなく ，関心を示している。国が福紙対策をと
要求する以上に，家族が面倒を見るべきであるという者が多くいる。
以上から祖父母と同居して育った経験が，結婚後の暮ら し万や老後の暮らし万など，と
くに将来の生活設計をする上に影響していることが認められた。本研究では，祖父母と孫
の関係をプラスの一面でしかとらえる乙とはできないが，高齢層と若年層の世代の理解を
深め るためにも，祖父母と孫のっとよがりは失っ てはならない。 しかし三世代同居は実生活
では複雑な問題を生じており，また，我国の住宅事情等からも今後とも核家族イじが進行し
ていく動向にある。したがって，別居していても交流を多くもつ努力，交流しやすい住い
方，別居的同居等，我々一人一人の課題として積極的におし進めていかなければならない。
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